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○議長（石橋英和君）順番10、６番 辻本君。 

〔６番（辻本 勉君）登壇〕 

○６番（辻本 勉君）議長のお許しをいただ

きましたので、これから一般質問を行います。 

 まず入る前に、先日、木下市長のほうから

10年の表彰をいただきまして、本当にありが

とうございました。議会へ来まして、もう10

年。えらい早いもんやなとつくづく感じてい

ます。この10年間、自分が議員として、本当

に市民のために何をやってこれたんかなとい

うことも考えながら、ちょっと落ちつけば、

10年をさかのぼって、いろいろ自分なりに反

省もしていけたらなと、このように考えてお

ります。 

 一般質問ですけども、この10年間で平成18

年の合併のときですか、３月議会のときに一

度しなかったんですけど、それ以外は全て一

般質問させていただいております。それにつ

いても事務所のほうにファイルしたものがこ

れぐらいの幅でありますので、それも今後十

分、帰りまして見直しながら、できていなか

ったことについては、また改めて一般質問の

中で行政に詰めていきたいなと、このように

考えております。 

 今回は１点についてやらせていただきます。

防災情報発信のため、ＦＭはしもととの提携

と活用についてであります。 

 本年４月よりＦＭはしもとが開局されまし

た。いろんな情報を発信しております。私の

よく行っています飲食店でも、常時流されて

いるところがあります。今後、内容がさらに

充実していきますと、聴視者が増えることが

予想されます。 

 ＦＭラジオを通して防災情報を提供してい

る市町があります。特に独居老人宅にＦＭラ

ジオを配布し、災害発生時に備えるとともに

安心を与え、さらにお年寄りの心のケアにも

役立てています。 

 例えば本市と災害協定を結んでいる名張市

は、市長の方針により、防災行政無線ではな

くＦＭ名張を活用し、災害情報等を流し、市

民に安全安心を与えています。これは防災協

定のときに、私も木下市長と名張のほうに行

かせていただきまして、市長のほうからいろ

いろ話を聞きましたし、地域の自主防災会の

研修でも名張のほうに行かせていただいて、

いろいろ話を聞かせていただきました。 

 本市もせっかく立ち上げられたＦＭ放送を

いろんな面で活用すべきと考えます。よって、

下記の通り当局のお考えをお尋ねいたします。 

 防災情報発信のため、ＦＭはしもととの連

携についてであります。せっかくのこういう

放送でありますので、活用しない手はないん

かなと思っております。本来、ＦＭを活用す

るんじゃなしに、防災行政無線という大変大

きなお金をかけて設置したものがあるんです

けども、これについては、15番議員の質問で

あったんですけども、本当の意味で市民のた

めに活用されていないのではないのかなとい

うように感じています。本来、この防災行政

無線が市民のためにいろんな災害情報を流し、

市民に安全安心を与えるものであれば、あえ

てＦＭはしもととの連携をしなくてもいいん

ではないかなと思うんですけども、その辺か

ら考えますと、やはり防災行政無線だけでは

無理があるのではないかなと、そのように考

えていますので、これについてご答弁をいた

だきたい。 
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 特にＦＭはしもとが開局される以前から、

いろいろ市のほうに先方からアクションがあ

ったのかどうか、その辺についてもお尋ねし

たいと思います。 

 こういう地域コミュニティ放送といいます

か、これが立ち上がっているまちといいます

のは、ほとんどがその市町と防災協定等を結

んでおられるというように聞いております。

本市はまだということなので、この防災情報

の発信のために、ぜひともＦＭはしもととの

連携をお願いしたいなと、このように考えて

います。 

 私はあえてＦＭはしもとを応援するという

立場ではないので、市民のために防災情報の

発信をやっていけたならと、このように考え

ておりますので、今回の質問であります。 

 続いて二つ目ですけども、独居老人に対す

るＦＭラジオの配布についてということなの

で、これは将来的な考え方でいいんかなと思

うんですけども、災害時に、特に気になると

いうのは、やはり独居老人かなと。それと障

害を持っている方、介護されている方、こう

いう弱者と言われる方の対策をどういうよう

にしていくかというのが一番の問題ではない

かなということで、特に防災行政無線という

のは、案外聞き取りにくいといいますか、家

の中でお年寄りがおられましても、なかなか

何を放送されているのかというのは聞き取り

にくいということでありますので、災害時に

はサイレン等が鳴ると思うんですけども、サ

イレンだけではやはりだめだということで、

個別にそういう弱者の方に災害情報を、やは

り的確に、迅速に伝えていくということは大

変大事だと思いますので、ＦＭラジオを配布

していただければ大変ありがたいかなと思い

ます。 

 特に防災に私は今回特化していますけど、

独居老人の、やはり生命の安全といいますか、

の観点からと、もう一点は、やはり独居老人

というのは孤独感があります。孤独感の解消。

孤独感から精神的な不安定に陥るということ

がありますので、独居老人といいますか、老

人が本当に生き生きと楽しく過ごしていただ

けるというか、心の安定があって生活してい

ただくというのは大変大事なことであります

ので、将来的には、その辺も含めた中でＦＭ

ラジオといいますかラジオをやはり老人にお

渡しして、老人の心の癒しにしていただくと

いうことも大事かなと思いますので、以上２

点について的確な答弁をお願いいたしたいと

思います。 

○議長（石橋英和君）６番 辻本君の防災情

報発信のためのＦＭはしもととの連携に関す

る質問に対する答弁を求めます。 

 総務部長。 

〔総務部長（北山茂樹君）登壇〕 

○総務部長（北山茂樹君）議員おただしにつ

いてお答えします。 

 １点目に、防災情報発信のためのＦＭはし

もととの連携についてのご質問ですが、現在、

本市の防災情報発信は同報系の防災行政無線、

メール配信サービスの防災はしもとやエリア

メールで行っています。同報系の防災行政無

線は、平成19年度から平成23年度にかけて市

内全域で情報提供を行うべく、総工費約３億

5,000万円、屋外拡声子局を129箇所に設置し

ています。 

 行政情報をはじめ、緊急地震速報や国民保

護情報など、市民の生命、身体及び財産にか

かわるような重要な情報を全国瞬時警報シス

テム、Ｊアラートと連動し、情報を発信して

います。また、メール配信サービスの防災は

しもとは、平成22年から、エリアメールは平

成24年から運用しています。今後、防災情報

の発信については、ＦＭはしもとと協議して

まいりたいと考えています。 
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 次に、独居老人に対するＦＭラジオの配布

についてのご質問にお答えします。 

 まず、本市と災害協定を結んでいる名張市

の状況について紹介させていただきます。名

張市は、平成19年から移動系デジタル無線機

と同報系防災行政無線の導入の検討を行い、

プロポーザル方式の提案の中から、移動式デ

ジタル無線機（平成21年度実施）と、防災ラ

ジオ、これは平成22年度実施でございますけ

ども、を導入しています。防災ラジオは、Ｆ

Ｍ名張からの電波（通常放送、自動起動信号）

を受信することで放送が聞こえる仕組みとな

っており、価格は１台１万円程度で、配布先

は要援護者及び支援者、民生委員、自治会役

員、消防団分団長以上、それから避難施設等

でございます。 

 防災ラジオを運用するための費用は、コミ

ュニティＦＭ連携システム整備工事費、初期

投資に約500万円、定時放送に要する利用料、

専用の光回線使用料等で、毎月約10万円の費

用が必要と聞いています。 

 名張市が防災ラジオを導入した背景は、既

にＦＭ名張が開局しており、同報系の防災行

政無線整備と比較した結果、費用面で大きな

差があったためと聞いています。 

 本市は、既に同報系の防災行政無線を防災

情報発信の中心手段として整備済みです。今

後、さらに防災ラジオを配布するためには、

自動起動付の防災ラジオが１台１万円程度で、

本市の独居老人の方が約1,500人と考えます

と、初期投資費用も合わせて多額の経費が必

要であり、配布は困難であると考えます。 

○議長（石橋英和君）６番 辻本君、再質問

ありますか。 

 ６番 辻本君。 

○６番（辻本 勉君）ＦＭはしもととの提携

なんですが、これは先方からのアクションと

いうのはあったんでしょうか。開局前にです

ね。それをご答弁いただけますか。 

○議長（石橋英和君）総務部長。 

○総務部長（北山茂樹君）ＦＭはしもとの設

立の準備段階で、２回ほど協議したことがご

ざいます。 

○議長（石橋英和君）６番 辻本君。 

○６番（辻本 勉君）協議をされたにもかか

わらず提携に至らなかったというのは、何か

理由があるんでしょうか。費用の発生という

か、そういう面も含めまして、防災に特化す

れば、私は費用的にはあまりかからないのか

なと思うんですけども、その辺も含めまして

ご答弁いただけますか。 

○議長（石橋英和君）総務部長。 

○総務部長（北山茂樹君）設立の準備段階で

の協議の中で、ＦＭはしもとといたしまして

は、まず和歌山県と災害協定を結んだ後、市

と協議したいという旨のことでございました。

しかしながら、いまだ和歌山県、それから他

のＦＭ局との協定が進んでいないという状況

で現在に至ってございます。 

○議長（石橋英和君）６番 辻本君。 

○６番（辻本 勉君）県との協定ということ

なんですが、橋本市民のためにという観点か

ら考えていきますと、もう少し積極的に市の

ほうから、やはり防災に特化した中で話を持

っていくべきではないのかなと。ＦＭという

ことなので、結構地域のいろんな情報といい

ますか、あるんですけども、イベント情報と

か観光案内といいますか、その辺まで突っ込

んでいきますとあれなんですが、防災だけ特

化して、やはり早く提携を結んでいくことが、

市民の安全安心につながるのではないかなと

思うんですけども、その辺は当局としてどの

ように考えておられるのか、答弁いただけま

すか。 

○議長（石橋英和君）総務部長。 

○総務部長（北山茂樹君）放送開始後にも、
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市といたしましても協議をさせていただいて

ございます。その中では、やはり防災はしも

とメールのＦＭはしもとホームページへの掲

載、これはＦＭはしもとのほうから要望等々

ございました。それから、配信する防災はし

もとメールの放送の可能性について、これに

ついては市のほうからいろいろご意見をさせ

ていただいてございます。それから、Ｊアラ

ートのＦＭ局への設置につきましてでも市の

ほうからも問い合わせをさせていただいてい

るところでございます。 

○議長（石橋英和君）６番 辻本君。 

○６番（辻本 勉君）Ｊアラートの問題につ

いては、今からやると、大変費用的な問題も

かかってこようかなと思うんですけども、設

立前であれば、Ｊアラートの関係も可能であ

ったんかなと思うんですけども、今の段階で

Ｊアラートまで行きますと、費用的にかかる

んではないかなと思うので、そのことについ

ては、私のほうも要望としては上げにくいか

なと思うんですけども、大変厳しい財政状況

の中から言いましても、費用がどれぐらい発

生するのかというのも、これも大きなあれで

はないんかなと。名張市は、やはり防災行政

無線をしないでＦＭ名張を活用した関係で、

費用対効果といいますか、その辺を考えた中

で名張は名張の独自のやり方、これはこれで

いいんかなと思うんですけども、本市は、や

はり市長のご判断で防災行政無線という形で

取り組んでいきました。それはそれで大変大

事なことであって、市民にとっても安全安心

を与えるものであるとは思いますけども、さ

らに市民に安全安心を与えるのであれば、こ

のＦＭはしもとを活用した防災情報を流すと

いうことは、大変大事ではないんかなと思う

んです。その辺でいきますと、これだけでは

費用のところまで先方と詰めたのかどうか。

提携に至らなかった大きな理由というのは何

であるのか、その辺をご答弁いただけますか。 

○議長（石橋英和君）総務部長。 

○総務部長（北山茂樹君）費用的には、やは

り名張市と同様に、初期投資費につきまして

は、約500万円程度要ると考えてございます。

先ほど、Ｊアラートの関係も議員のほうから

お話があったわけですけども、開局前であれ

ば設置が可能なんですけども、開局した後と

いいますのが、ＦＭはしもとといたしまして

は、一旦開局しますと、途中で中断するとい

うんですか、休むというんですか、そういう

ことはできないと。24時間365日放送しなけれ

ばならないということになっておりますので、

例えばシステムの入れかえとか等々で放送を

中止するというようなことはできないという

ことでございます。市といたしましては、で

きるだけコミュニティの放送局であるＦＭは

しもとをどのように活用していくかというの

が非常に重要でございますけども、やはり生

活情報、それから防災情報が提供されること

によって公共の福祉、それから市民の安全安

心に役立つものでなければならないと考えて

おりますので、できるだけＦＭはしもとと連

携いたしまして、活用の方向で進めてまいり

たいと。今後協議を進めてまいりたいと、か

ように思っております。 

○議長（石橋英和君）６番 辻本君。 

○６番（辻本 勉君）ありがとうございます。

市民のために考えていくと、やはり前向きに

連携して情報を流していくというのが大変大

事だと思います。その中で、できるだけ、厳

しい財政状況なんで、費用のかからないよう

に考えていくべきかなと思いますので、その

辺も含めてきちんと、できるだけ早急に連携

し活用していくということで、総務部長の答

弁をいただきましたので、よろしくお願いし

ておきたいと思います。 

 続いて２番の独居老人に対するＦＭラジオ
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の配布の件なんですが、これは自動起動式が

大変高いといいますか、１万円程度というこ

となので、これについては難しい部分があろ

うかなと思うんですけども、いろんな観点か

ら、防災の観点からもそうですし、福祉の観

点からも、この部分は大変大事なことではな

いんかなと思うんです。独居老人といいます

か、なかなか外に出れないというお年寄りの

ために、やはりどうしていくんなということ

を考えていきますと、ラジオというのは大変

有効性があるんかなと思うんですけども、こ

の辺について何らかの補助金的なものという

のはないんでしょうか。福祉の観点から、な

いのかどうか。 

○議長（石橋英和君）健康福祉部長。 

○健康福祉部長（枡谷俊介君）ラジオのＦＭ

はしもとにつきまして、福祉の観点からない

かというおただしでございますが、今現在、

橋本市で65歳以上の方が１万7,208人おりま

して、独居老人の数は、先ほど総務部長が言

われましたように1,500人程度で、約8.5％の

方が独居老人ということでございます。本市

では、ひとり暮らしの高齢者支援対策といた

しまして、高齢者配食サービス、見守り事業

や救急通報装置設置をする安全生活支援サー

ビス事業、それから社会福祉協議会でも救急

医療情報キット、安心カプセルの配布事業を

実施しておりますが、ＦＭはしもとのラジオ

放送というのも、独居老人支援ということで

は大きな手段であると思います。 

 先ほど言いましたように、防災の観点でな

くお年寄りの心のケアという点のみで考えさ

せていただきますと、既にほとんどの方が何

らかのラジオをお持ちだと思いますので、本

市といたしましては、放送局に対しまして、

身近な放送局ＦＭはしもとが開始されている

という旨を独居老人向けに広報というか宣伝

をしていただきたいと。それから、橋本市の

老人の心の癒しとなるような放送時間を確保

していただくように要望をしていくというよ

うなことを考えております。そういうふうに

できたらいいなというふうに考えております。 

○議長（石橋英和君）６番 辻本君。 

○６番（辻本 勉君）ありがとうございます。 

 1,470名と独居老人聞いているんですけど

も、この人たちのためにということで、ラジ

オは現在持ってはるということなんですけど

も、いろんな情報がやっぱり流れますので、

生活情報とか行政情報、議会のことも流れる

んかなと思うんですけども、そういう意味で

いきますと、家でおる、外へ出られないとい

う方の情報収集には大変有意義なものではな

いかなと、このように考えておりますので、

今後ともその辺のことも考慮に入れながら、

きちんと提携をしていただいて、市民の安全

安心、お年寄りの心のケアといいますか、そ

の辺も含めた中で対応をお願いいたしたいと

思います。終わります。 

○議長（石橋英和君）６番 辻本君の一般質

問は終わりました。 

 この際、午後１時まで休憩いたします。 

（午前11時48分 休憩） 
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